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狂
ラプソディ

詩曲・イン・鼠
グレイ

─「彼と私のブルース」

武
蔵
野
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
客
員
研
究
員

小
野
澤
眞
君
の
訃
を
聞
き
て

狂ラ
プ
ソ
デ
ィ

詩
曲
・
イ
ン
・
鼠グ
レ
イ

─
「
彼
と
私
の
ブ
ル
ー
ス
」

古

賀

克

彦

出
会
い

小
野
澤
眞
君
（
一
九
七
一
年
十
一
月
十
二
日
～
二
〇
一
八
年
一
月
四
日
）
と
出
会
っ
た
の
は
、
私
が
日
本
史
教
育
研
究
会
の
東

京
支
部
長
を
任
さ
れ
て
い
た
時
、
同
会
会
員
の
戸
塚
高
校
（
当
時
）
の
世
界
史
と
政
治
経
済
の
教
員
で
あ
っ
た
智
野
豊
彦
君
（
小

野
澤
君
の
命
名
し
た
渾
名
は
「
チ
ノ
ッ
ピ
ー
」）
が
、「
面
白
い
教
育
実
習
生
が
い
る
か
ら
」
と
連
れ
て
来
た
の
が
最
初
だ
っ
た
と

思
う
。
私
が
千
代
田
女
学
園
に
勤
務
し
て
い
た
一
九
九
三
年
頃
だ
っ
た
か
。
小
野
澤
君
は
私
よ
り
十
歳
ほ
ど
下
だ
っ
た
が
、
老
成

し
た
文
章
を
書
く
人
だ
っ
た
。
古
田
武
彦
氏
（
一
九
二
六
年
八
月
八
日
～
二
〇
一
五
年
十
月
十
四
日
）
に
私
淑
し
て
お
り
、
青
山

学
院
で
古
代
史
を
学
ん
で
い
た
。
確
か
、『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 
邪
馬
壹
国
か
ら
九
州
王
朝
へ
』
新
泉
社
（
一
九
八
七
年
十
月
）
に
名

前
が
出
て
い
た
筈
で
あ
る
。
私
も
、
彼
の
引
き
合
わ
せ
で
古
田
氏
か
ら
親
鸞
に
関
す
る
個
人
的
レ
ク
チ
ャ
ー
を
文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ

ン
タ
ー
で
受
け
た
こ
と
が
あ
る
。
一
九
九
六
年
三
月
の
昭
和
薬
科
大
学
に
於
け
る
古
田
氏
の
定
年
退
職
記
念
講
義
に
も
共
に
出
席

し
た
。
彼
が
文
字
通
り
心
血
注
い
で
作
成
し
た
、
後
述
す
る
雑
誌
『
寺
社
と
民
衆
』
最
終
号
の
訃
報
欄
に
古
田
氏
を
載
せ
て
い
る

の
も
、
奇
し
き
因
縁
で
あ
ろ
う
か
。
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な
お
、
彼
の
命
名
し
た
私
の
渾
名
は
「
公
方
」。
由
来
は
「
古
河
公
方
」
か
ら
。
彼
は
独
特
の
名
付
け
を
し
て
い
た
の
で
、
こ

の
文
中
で
紹
介
す
る
。

彼
は
古
代
史
専
攻
だ
っ
た
が
、
青
山
学
院
在
学
中
の
史
学
科
旅
行
か
何
か
で
、
藤
原
良
章
氏
の
案
内
で
鞆
の
浦
に
行
っ
た
こ
と

が
、
の
ち
の
中
世
史
研
究
の
端
緒
に
な
っ
た
、
と
よ
く
語
っ
て
い
た
。

そ
の
後
、
國
學
院
大
學
大
学
院
修
士
課
程
で
引
き
続
き
古
代
史
を
学
ん
で
お
り
、
私
が
国
府
台
女
子
学
院
に
移
っ
た
一
九
九
五

年
頃
、
智
野
君
の
自
宅
で
何
回
か
彼
の
連
れ
て
き
た
友
人
と
、
古
代
史
の
研
究
会
を
開
い
た
こ
と
も
あ
る
。

丁
度
、
彼
と
出
会
っ
た
一
九
九
三
年
頃
、
五
味
文
彦
・
黒
田
日
出
男
・
藤
本
正
行
各
氏
な
ど
の
間
で
、『
一
遍
聖
絵
』
の
分
析

方
法
を
め
ぐ
る
論
争
が
展
開
し
て
い
た
。
私
も
そ
れ
に
刺
激
さ
れ
て
日
本
史
教
育
研
究
会
の
例
会
で
、
五
味
文
彦
「
絵
巻
の
視
線

―
時
間
・
信
仰
・
供
養
―
」（『
思
想
』
八
二
九
号
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
七
月
）
を
取
り
上
げ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
を
聴

い
た
小
野
澤
君
も
、
以
前
よ
り
一
遍
や
時
宗
（
時
衆
）
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
傾
倒
し
て
い
っ
た
（
遊
行
七
十
二

代
・
藤
沢
五
十
五
世
他
阿
一
心
上
人
寺
沼
琢
明
師
か
ら
賦
算
を
受
け
た
事
が
あ
る
、
と
言
っ
て
い
た
）。
ま
た
そ
の
寺
沼
師
か
ら

大
正
大
学
在
学
中
、
授
業
を
受
け
、
時
宗
研
究
に
目
覚
め
た
大
橋
俊
雄
師
が
住
職
を
務
め
る
西
林
寺
の
あ
る
横
浜
市
戸
塚
区

（
現
・
泉
区
）
岡
津
町
の
近
隣
に
居
住
し
て
い
た
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
ら
し
い
。

た
ま
た
ま
、『
時
衆
の
美
術
と
文
芸

遊
行
聖
の
世
界
』
巡
回
展
が
一
九
九
五
年
十
一
月
三
日
よ
り
山
梨
県
立
美
術
館
を
皮
切

り
に
開
催
さ
れ
、
黒
田
日
出
男
論
文
で
知
っ
た
、『
一
遍
聖
絵
』
の
頭
巾
の
柿
色
を
確
か
め
る
為
、
私
は
単
独
で
甲
府
へ
赴
い
た
。

そ
の
後
、
一
九
九
六
年
一
月
の
長
野
市
立
博
物
館
へ
は
行
け
な
か
っ
た
が
、
一
九
九
六
年
二
月
の
藤
沢
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
同
一

九
九
六
年
三
月
～
四
月
の
大
津
市
歴
史
博
物
館
に
は
彼
と
赴
い
た
。
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彼
の
渾
名
は
「
脇
侍
」。
生
徒
命
名

彼
と
の
時
宗
寺
院
行
脚
も
、
こ
の
頃
か
ら
だ
が
丁
度
、
現
在
の
勤
務
校
で
「
仏
教
研
究
会
」
と
い
う
部
活
動
を
始
め
た
頃
で
、

様
々
な
校
外
活
動
（
美
術
館
・
博
物
館
等
）
に
彼
も
参
加
し
た
。

「
死
去
ネ
ッ
ト
」
と
い
う
サ
イ
ト
で
小
野
澤
眞
の
項
を
視
る
と
、
二
〇
一
八
年
五
月
二
十
五
日
に
以
下
の
書
き
込
み
が
あ
っ
た
。

貴
方
様
と
は
、
い
ろ
ん
な
旅
を
御
一
緒
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
千
葉
県
や
山
梨
県
甲
府
市
、
箱
根
、
強
羅
、
両
国
博
物
館
な

ど
案
内
さ
せ
て
頂
い
て
今
で
は
、
と
て
も
良
い
思
い
出
で
す
。
一
生
忘
れ
る
事
は
、
な
い
で
す
。
有
難
う
申
し
上
げ
ま
す
。

（
原
文
マ
マ
）

こ
の
投
稿
主
は
私
で
は
な
い
が
、
確
か
に
千
葉
県
（
千
葉
城
址
・
佐
倉
・
佐
原
・
香
取
）
や
甲
府
市
（
一
蓮
寺
）、
両
国
の
江

戸
・
東
京
博
物
館
に
は
帯
同
し
た
。
遠
く
は
山
形
（
天
童
）・
群
馬
・
栃
木
・
滋
賀
（
米
原
）・
兵
庫
ま
で
も
。

さ
て
、
今
は
無
き
東
武
美
術
館
で
の
事
。「
役
行
者
神
変
大
菩
薩
千
三
百
年
遠
忌
記
念

役
行
者
と
修
験
道
の
世
界
展
」（
会
期

一
九
九
九
年
九
月
十
一
日
～
十
月
十
七
日
）。
常
に
私
に
付
き
従
う
小
野
澤
君
を
見
て
、
中
３
の
部
員
が
一
言
、「
脇
侍
」
と
。
暫

く
部
内
で
彼
は
そ
う
呼
ば
れ
て
い
た
（
私
は
「
日
輪
寺
徒
弟
」
と
呼
ん
で
い
た
け
れ
ど
）。

さ
て
、
時
宗
史
研
究
を
志
し
た
彼
は
一
九
九
七
年
、「
國
學
院
の
博
士
課
程
に
そ
の
ま
ま
進
む
べ
き
だ
」、
と
い
う
私
の
反
対
を

押
し
切
り
、
大
橋
師
も
学
ん
だ
大
正
大
学
大
学
院
修
士
課
程
に
転
じ
、
中
・
近
世
仏
教
史
の
宇
高
良
哲
師
の
下
で
研
鑽
し
た
。

ト
ロ
イ
の
木
馬
１

そ
の
後
、
浅
草
日
輪
寺
の
原
弘
道
僧
正
を
師
と
し
て
時
宗
に
僧
籍
編
入
し
、
総
本
山
清
浄
光
寺
（
遊
行
寺
）
に
在
堪
。
そ
の
時
、

彼
は
「
自
分
の
行
動
は
ト
ロ
イ
の
木
馬
」
と
言
っ
て
い
た
。
私
を
時
宗
に
転
宗
さ
せ
る
積
り
だ
っ
た
ら
し
い
。

在
堪
中
、
時
宗
教
学
研
究
所
の
竹
内
明
正
所
長
の
推
輓
で
一
九
九
七
～
二
〇
〇
〇
年
度
、
時
宗
教
学
研
究
所
専
任
（
自
称
）
研
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究
員
と
な
り
、
一
九
九
九
年
度
、
宗
門
立
の
藤
沢
翔
陵
高
等
学
校
（
旧
・
藤
沢
商
業
高
等
学
校
）
地
理
・
歴
史
科
非
常
勤
講
師
、

二
〇
〇
二
年
度
、
東
京
家
政
学
院
大
学
の
西
海
賢
二
氏
の
紹
介
で
同
大
学
人
文
学
部
非
常
勤
講
師
、
二
〇
〇
四
年
度
、
上
智
大
学

の
北
條
勝
貴
氏
の
紹
介
で
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
リ
サ
ー
チ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
等
を
経
験
し
た
。

な
お
、
彼
の
正
式
な
経
歴
年
代
は
、
法
藏
館
社
員
の
秋
月
俊
也
君
が
書
い
た
訃
報
記
事
（
日
本
歴
史
学
会
［
編
集
］『
日
本
歴

史
』
八
四
一
号
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
八
年
六
月
）
に
依
る
の
で
、
そ
ち
ら
も
参
看
さ
れ
た
い
。
秋
月
君
は
二
〇
一
七
年
八
月

三
日
が
メ
ー
ル
の
最
後
と
書
い
て
い
る
が
、
私
は
も
う
少
し
遅
か
っ
た
気
が
す
る
。
そ
の
『
日
本
歴
史
』
に
は
、
秋
月
君
が
編
集

を
担
当
し
た
村
井
康
彦
・
大
山
喬
平
［
編
］『
長
楽
寺
蔵 

七
条
道
場
金
光
寺
文
書
の
研
究
』
法
藏
館
（
二
〇
一
二
年
十
月
）
の
書

評
と
紹
介
を
二
〇
一
三
年
十
一
月
に
寄
せ
て
い
る
（
同
誌
七
八
六
号
）。

様
々
な
研
究
会
へ
の
参
加
と
立
ち
上
げ

彼
か
ら
は
多
く
の
研
究
会
を
教
え
て
も
ら
っ
た
し
、
共
に
参
加
し
た
。
数
え
上
げ
る
だ
け
で
も
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
で
の

中
世
宗
教
史
研
究
会
や
『
蔭
涼
軒
日
録
』
輪
読
会
、
京
都
大
学
で
の
山
折
哲
雄
先
生
を
囲
む
研
究
会
（
一
九
九
九
年
五
月
一
日
）、

寺
院
史
研
究
会
・
社
寺
史
料
研
究
会
・
史
学
会
・
日
本
史
研
究
会
・
歴
史
学
研
究
会
・
地
方
史
研
究
協
議
会
・
日
本
思
想
史
学

会
・
日
本
仏
教
綜
合
研
究
学
会
・
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
・
日
本
宗
教
学
会
。
そ
の
他
、
日
本
民
俗
学
会
・
悪
党
研
究
会
・
戦
国

史
研
究
会
・
関
東
近
世
史
研
究
会
・
宗
教
史
懇
話
会
（
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
）
な
ど
敷
居
の
高
そ
う
な
会
に
も
積
極
果
敢
に
参
加
・

発
表
し
て
い
た
。
私
は
大
の
人
見
知
り
で
引
っ
込
み
思
案
。
彼
の
慫
慂
が
無
け
れ
ば
、
現
在
の
人
脈
は
作
れ
て
い
ま
い
。
そ
の
点

で
も
、
彼
に
感
謝
し
て
い
る
。
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エ
ポ
ッ
ク
と
な
っ
た
『
一
遍
聖
絵
』
成
立
七
百
年
の
記
念
す
べ
き
一
九
九
九
年

私
は
以
前
、「
一
九
九
九
年
四
月
十
九
日
、
片
山
法
台
寺
を
鳥
取
大
学
名
誉
教
授
の
故
金
井
清
光
博
士
の
導
き
で
訪
れ
た
の
が
、

時
衆
研
究
の
発
端
で
あ
っ
た
」
と
書
い
た
が
（
砂
川
博
［
編
］『
一
遍
聖
絵
と
時
衆
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
九
年
十
月
）、
小
野
澤

君
に
は
不
評
だ
っ
た
。
き
っ
と
、「
も
っ
と
以
前
か
ら
俺
と
沢
山
寺
院
を
回
っ
た
の
に
」
と
い
う
思
い
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
金
井
先
生
（
雑
誌
『
時
衆
研
究
』
創
刊
者
）
は
「
時
衆
学
」
の
先
駆
者
で
あ
り
泰
斗
な
の
だ
が
、
そ
の
研
究
の
き
っ
か
け

は
武
蔵
野
女
子
学
院
高
校
国
語
科
非
常
勤
講
師
時
代
の
教
頭
・
雲
藤
義
道
氏
（
の
ち
武
蔵
野
女
子
大
学
長
・
武
蔵
野
女
子
学
院

長
）
か
ら
、
同
郷
出
雲
の
島
根
大
学
教
授
・
河
野
憲
善
師
（
の
ち
遊
行
七
十
三
代
・
藤
沢
五
十
六
世
他
阿
一
雲
上
人
）
を
紹
介
さ

れ
た
事
に
始
ま
る
、
と
い
う
。
片
山
法
台
寺
の
住
職
夫
人
も
武
蔵
野
女
子
学
院
出
身
で
、
仲
良
く
思
い
出
話
を
な
さ
っ
て
い
た
。

同
（
一
九
九
九
）
年
秋
、
当
時
、
相
愛
大
学
教
授
だ
っ
た
砂
川
博
氏
を
二
人
で
訪
ね
て
、
砂
川
氏
の
鳥
取
大
学
に
お
け
る
恩
師

で
あ
る
金
井
先
生
を
慫
慂
し
、
同
人
四
人
で
時
衆
文
化
研
究
会
を
発
足
、
機
関
誌
『
時
衆
文
化
』
を
二
〇
〇
〇
年
春
に
創
刊
し
た
。

小
野
澤
君
は
、
時
衆
文
化
研
究
会
関
東
支
部
を
立
ち
上
げ
て
、
例
会
活
動
を
行
な
っ
て
い
た
が
、
サ
ン
ト
リ
ー
文
化
財
団
二
〇
〇

〇
年
度
助
成
の
「
一
遍
聖
絵
研
究
会
」
の
メ
ン
バ
ー
十
名
の
枠
か
ら
年
齢
順
だ
っ
た
為
に
洩
れ
た
事
等
を
端
緒
と
し
て
、
砂
川
氏

と
疎
遠
に
な
り
、『
時
衆
文
化
』
編
集
委
員
も
十
号
（
二
〇
〇
四
年
十
月
）
ま
で
で
退
任
し
た
。
同
会
関
東
支
部
を
母
胎
に
民
衆

宗
教
史
研
究
会
を
発
足
さ
せ
、
二
〇
〇
一
年
五
月
か
ら
活
動
を
本
格
化
し
、
同
年
七
月
に
は
群
馬
か
ら
山
形
ま
で
の
長
期
巡
見
を

実
施
、
二
〇
〇
五
年
三
月
に
は
『
時
衆
文
化
』
に
対
抗
す
る
が
如
く
、
機
関
誌
『
寺
社
と
民
衆
』
を
創
刊
し
た
。
同
会
は
個
人
商

店
の
様
相
を
示
し
、
同
誌
は
一
種
の
個
人
雑
誌
で
は
あ
る
が
、
詳
細
な
「
彙
報
」
欄
が
あ
り
、
本
編
よ
り
も
そ
こ
へ
の
執
筆
に
文

字
通
り
執
念
を
燃
や
し
て
い
た
が
（
後
述
）、
各
種
研
究
会
を
報
告
す
る
コ
ー
ナ
ー
に
は
頑
と
し
て
「
一
遍
聖
絵
研
究
会
」
を
掲

載
し
な
か
っ
た
。
理
由
は
「
会
員
が
限
定
さ
れ
て
い
る
、
閉
ざ
さ
れ
た
研
究
会
は
対
象
と
し
な
い
」
旨
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
は

彼
な
り
の
ル
サ
ン
チ
マ
ン
を
感
じ
る
。
だ
が
、
そ
の
思
い
こ
そ
が
、
論
文
執
筆
の
原
動
力
で
も
あ
っ
た
。
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精
力
的
に
活
動
し
て
い
た
彼
を
病
魔
が
襲
っ
た
の
は
、
二
〇
〇
四
年
九
月
三
十
日
の
東
京
大
学
本
郷
校
舎
近
く
の
喫
茶
店
ボ
ン

ア
ー
ト
で
の
民
衆
宗
教
史
研
究
会
例
会
席
上
で
あ
っ
た
。
前
々
か
ら
腰
痛
・
肩
痛
が
酷
い
と
こ
ぼ
し
て
い
た
が
、
い
つ
も
重
い
本

類
を
運
ん
で
い
た
か
ら
ぐ
ら
い
に
し
か
思
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
私
達
は
、
日
頃
の
食
生
活
の
所
為
だ
ろ
う
と
思
っ
て

い
た
。
菅
根
幸
裕
氏
の
報
告
発
表
中
、
中
座
し
て
長
い
東ト
イ
レ
タ
イ
ム

司
時
間
か
ら
戻
っ
て
間
も
無
く
、
突
然
苦
し
み
出
し
嘔
吐
し
て
倒
れ
て

し
ま
っ
た
。
参
加
し
て
い
た
菊
地
大
樹
氏
が
東
京
大
学
病
院
に
連
絡
し
て
彼
を
運
び
込
ん
だ
。
私
も
付
き
添
っ
た
。
救
急
車
に

乗
っ
た
の
は
そ
の
時
が
最
初
で
あ
る
。
そ
の
後
、
三
楽
病
院
に
入
院
し
た
彼
を
数
回
見
舞
っ
た
が
、
病
床
に
は
細
川
武
稔
君
（
彼

の
命
名
し
た
渾
名
は
「
管
領
」）
が
居
た
事
も
あ
る
。
細
川
「
管
領
」
は
『
祈
り
の
道
』（
世
田
谷
美
術
館
で
の
会
期
は
二
〇
〇
四

年
十
一
月
二
十
日
～
二
〇
〇
五
年
一
月
二
三
日
）
の
図
録
を
古
書
店
に
て
格
安
で
手
に
入
れ
た
と
話
し
て
い
た
か
ら
、
時
期
は
合

致
す
る
。
あ
る
時
、
銀
だ
こ
の
蛸
焼
き
片
手
に
見
舞
う
と
、「
絶
対
安
静
で
面
会
謝
絶
」
と
看
護
師
に
告
げ
ら
れ
た
事
も
あ
る
。

ト
ロ
イ
の
木
馬
２

東
北
へ

そ
の
後
、
天
童
仏
向
寺
を
研
究
す
る
為
か
、
山
形
大
学
大
学
院
修
士
課
程
に
入
り
、
松
尾
剛
次
氏
の
下
で
も
学
ん
だ
。
確
か
、

そ
の
頃
懇
意
に
し
て
い
た
日
本
大
学
大
学
院
生
の
高た
か

田た

祐
資
君
（
彼
の
命
名
し
た
渾
名
は
「
ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
高た
か

田た

」）
と
共
に
入

学
し
た
か
で
、
今
回
も
「
自
分
の
行
動
は
ト
ロ
イ
の
木
馬
」
と
言
っ
て
い
た
。
私
を
巻
き
込
む
積
り
だ
っ
た
ら
し
い
。

そ
の
後
、
東
北
に
縁
が
で
き
、
古
田
武
彦
氏
の
母
校
で
あ
る
東
北
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
に
社
会
人
枠
だ
っ
た
か
で
入
り

二
〇
〇
九
年
、
単
位
取
得
満
期
退
学
。
翌
年
九
月
、
同
大
学
か
ら
博
士
（
文
学
）
を
授
与
さ
れ
た
。「
論
文
審
査
結
果
の
要
旨
」

に
、

論
述
は
博
引
芳
証
を
極
め
、
丹
念
な
実
地
調
査
の
成
果
も
織
り
込
ん
で
、
豊
か
な
歴
史
像
を
提
示
し
て
い
る
。
本
論
文
に
は
、

お
お
よ
そ
現
在
知
り
う
る
限
り
の
時
衆
情
報
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
加
え
て
中
世
宗
教
史
・
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仏
教
史
の
組
み
替
え
に
つ
な
が
る
重
要
な
問
題
を
提
起
し
て
お
り
、
斯
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。

と
あ
る
。
こ
の
博
士
論
文
を
纏
め
た
も
の
が
、
浩
瀚
な
主
著
『
中
世
時
衆
史
の
研
究
』
で
あ
る
。「
二
〇
一
一
年
よ
り
東
北
大
学

大
学
院
文
学
研
究
科
専
門
研
究
員
を
併
任
し
た
」、
と
同
書
の
著
者
情
報
に
あ
る
。

文
献
目
録
と
彙
報
（
学
界
展
望
、
等
）

彼
と
は
一
九
九
七
年
以
来
、『
時
宗
教
学
年
報
』
誌
上
で
約
二
十
年
間
に
亘
っ
て
長
ら
く
「
時
衆
関
係
文
献
刊
行
物
紹
介
」
を

共
同
執
筆
の
名
目
で
行
っ
て
き
た
。
そ
の
連
載
は
当
初
、
岩
田
書
院
か
ら
纏
め
て
出
版
す
る
計
画
で
、
そ
の
意
向
を
汲
ん
で
岩
田

博
社
長
も
種
々
文
献
を
紹
介
す
る
等
協
力
し
て
貰
っ
て
い
た
の
だ
が
、
二
転
三
転
・
紆
余
曲
折
し
て
高
志
書
院
か
ら
彼
の
単
独
編

著
と
し
て
『
時
衆
文
献
目
録
』
が
刊
行
さ
れ
た
（
二
〇
一
五
年
四
月
）。
私
も
計
画
段
階
で
は
参
加
予
定
で
、
二
〇
一
三
年
六
月

十
五
日
の
土
曜
日
、
彼
と
神
田
神
保
町
の
高
志
書
院
を
訪
ね
た
。『
時
衆
文
献
目
録
』
の
「
編
纂
後
記
」
に
（
数
字
は
改
め
た
）、

本
目
録
は
、
古
賀
克
彦
氏
と
と
も
に
『
時
宗
教
学
年
報
』（
時
宗
教
学
研
究
所
・
毎
年
３
月
）
に
お
い
て
、
一
九
九
八
年
以

来
「
時
衆
関
係
文
献
刊
行
物
紹
介
」（
初
回
の
第
二
十
六
輯
の
み
「
時
宗
」
と
表
記
。
二
〇
一
四
年
の
第
四
十
二
輯
は
不
載
）

と
題
し
連
載
し
て
き
た
文
献
目
録
を
九
〇
年
代
以
降
の
情
報
に
つ
い
て
は
基
礎
と
し
、（
中
略
）
さ
ら
に
大
幅
に
加
筆
・
修

正
し
た
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）
予
告
ど
お
り
無
事
発
刊
で
き
た
。
編
纂
工
程
上
の
都
合
で
本
目
録
は
筆
者
を
単
独
編
者
と

し
た
が
、
古
賀
氏
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
仰
い
だ
こ
と
を
特
記
し
て
お
く
（「
時
衆
関
係
文
献
刊
行
物
紹
介
」
で
は
二
〇
〇
〇

年
代
中
盤
以
降
、
筆
者
の
長
期
療
養
も
あ
り
、
筆
者
が
一
部
情
報
を
送
り
、
大
枠
を
古
賀
氏
が
作
成
す
る
形
と
な
っ
た
。
精

緻
な
註
釈
の
多
く
は
同
氏
の
力
作
で
あ
る
）。

と
あ
る
通
り
で
あ
る
。
ま
た
、
最
後
に
、

本
目
録
編
纂
過
程
は
筆
者
の
研
究
人
生
そ
の
も
の
で
も
あ
る
。
調
査
で
各
地
へ
行
く
と
図
書
館
に
寄
る
よ
う
心
が
け
、
日
常



─ 114 ── 114 ─

生
活
で
も
常
に
文
献
に
対
し
網
を
張
り
メ
モ
帳
に
控
え
て
き
た
。
こ
う
し
て
形
に
な
る
と
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
。
情
報
集

積
に
は
多
く
の
方
々
の
助
力
を
い
た
だ
い
た
。
本
目
録
に
収
録
し
た
文
献
を
も
の
さ
れ
た
諸
先
学
や
従
前
の
目
録
を
編
纂
さ

れ
た
諸
先
学
、
お
よ
び
「
時
衆
関
係
文
献
刊
行
物
紹
介
」
連
載
の
場
を
与
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
時
宗
宗
門
、
〝同
行
二
人
〟

古
賀
克
彦
氏
に
深
く
謝
し
奉
る
。（
中
略
）
二
〇
一
六
年
四
月
七
日

大
先
達
た
る
金
井
清
光
氏
の
命
日
に

と
あ
る
。
ま
た
、『
時
衆
文
献
目
録
』
に
収
め
た
「【
研
究
動
向
】
時
衆
研
究
の
三
世
一
過
去
・
現
在
・
未
来
一
」
に
、

本
目
録
を
繰
れ
ば
わ
か
る
と
お
り
、
時
衆
研
究
史
に
は
金
井
清
光
と
い
う
巨
星
が
存
在
し
、
文
字
ど
お
り
孤
累
奮
闘
し
て
い

た
。
た
だ
金
井
氏
が
文
学
専
攻
だ
っ
た
せ
い
か
、
そ
の
成
果
が
日
本
史
方
面
で
活
か
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
が
実

情
で
あ
る
。
氏
は
時
衆
に
い
ろ
い
ろ
な
流
派
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
〝多
元
的
時
衆
〟
論
者
で
あ
り
、
筆
者
も
そ
れ

を
承
け
て
四
条
派
、
解
意
派
、
一
向
・
天
童
派
、
霊
山
派
、
当
麻
派
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
ま
た
筆
者
の
畏
友
古
賀
克
彦

氏
は
四
条
派
、
御
影
堂
派
、
一
向
・
天
童
派
に
つ
い
て
論
じ
、
秋
月
俊
也
氏
は
遊
行
派
（
藤
沢
派
）
の
中
で
も
教
学
の
実
質

の
大
成
者
な
が
ら
近
年
研
究
が
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
の
遊
行
７
代
他
阿
託
何
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
宗
学
の
最
高
責
任
者
で

あ
る
長
塚
昌
幸
氏
の
論
攷
群
も
「
宗
」
形
成
を
た
ど
る
重
要
な
論
点
を
含
む
。
我
々
時
衆
研
究
第
３
世
代
は
大
な
り
小
な
り

脱
構
築
の
金
井
史
観
に
拠
っ
て
い
る
。

と
あ
る
。

彙
報
（
学
界
展
望
、
等
）
に
関
し
て
は
、
実
は
彼
も
忘
れ
て
い
た
「
幻
の
彙
報
」
が
あ
る
。
記
録
魔
の
私
は
大
事
に
保
管
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
本
来
は
『
時
宗
教
学
年
報
』
27
輯
、（
一
九
九
九
年
三
月
）
に
載
せ
る
べ
く
書
い
た
よ
う
だ
が
ボ
ツ
に
な
っ
て

い
る
。
一
九
九
八
年
度
の
記
録
で
あ
る
。
他
に
『
時
衆
文
化
』
５
号
（
二
〇
〇
二
年
四
月
）
に
「
学
界
彙
報
（
二
〇
〇
〇
～
二
〇

〇
一
年
度
。
含
補
遺
）」
が
あ
り
、
あ
と
は
毎
号
の
『
寺
社
と
民
衆
』
に
二
〇
〇
四
年
度
以
降
が
載
る
。
晩
年
は
プ
ラ
ス
し
て
、

「
放
映
」
欄
ま
で
新
設
し
、
一
九
九
一
年
の
大
河
ド
ラ
マ
「
太
平
記
」
に
ま
で
遡
っ
て
記
載
し
て
い
る
徹
底
振
り
で
あ
る
。
こ
の
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辺
り
は
、
私
と
共
通
し
て
い
る
。

た
だ
、
音
楽
の
趣
味
は
合
わ
な
か
っ
た
。
ま
あ
、
私
と
波
長
が
会
う
人
は
稀
だ
が
。
よ
っ
て
、
本
稿
の
タ
イ
ト
ル
は
「
ブ
ル
ー

ス
」
に
し
た
（
え
？
）。
学
生
時
代
か
ら
私
の
大
好
き
な
大
貫
妙
子
の
「
彼
と
彼
女
の
ソ
ネ
ッ
ト
」
を
捩
り
た
か
っ
た
の
だ
が
、

ソ
ネ
ッ
ト
（
定
型
詩
）
じ
ゃ
無
い
よ
な
あ
、
と
思
い
直
し
た
か
ら
で
あ
る
。
元
ネ
タ
が
「
義
母
と
娘
の
ブ
ル
ー
ス
」
な
の
が
、
相

応
し
い
か
と
。
ガ
ー
シ
ュ
ウ
ィ
ン
の
「
狂ラ
プ
ソ
デ
ィ

詩
曲
・
イ
ン
・
ブ
ル
ー
」
で
も
良
か
っ
た
か
。
勿
論
、
お
互
い
「
狂
」
の
部
分
が
、
で

あ
る
。
種
々
熟
慮
し
た
上
で
再
考
。
古
田
武
彦
風
に
言
え
ば
、
こ
う
な
る
。「
否ノ
ン

、
時
衆
の
衣
は
鼠
色
。
拠
っ
て
、
狂ラ
プ
ソ
デ
ィ

詩
曲
・
イ

ン
・
鼠グ
レ
イと
命
名
す
」

本
仏
教
文
化
研
究
所
と
の
縁

山
崎
龍
明
先
生
が
所
長
を
務
め
て
お
ら
れ
た
頃
、
私
も
研
究
員
で
は
無
か
っ
た
の
だ
が
、
山
崎
先
生
に
彼
を
紹
介
し
、
二
〇
〇

二
年
よ
り
武
蔵
野
女
子
大
学
（
現
・
武
蔵
野
大
学
）
仏
教
文
化
研
究
所
非
常
勤
（
現
・
客
員
）
研
究
員
と
な
っ
た
（
私
は
、
彼
よ

り
遅
れ
る
こ
と
数
年
後
に
委
嘱
さ
れ
た
）。
以
後
、
研
究
員
例
会
で
の
発
表
や
司
会
、
紀
要
に
精
力
的
に
論
文
を
発
表
し
て
い
た

（
大
塚
紀
弘
君
を
本
仏
教
文
化
研
究
所
に
紹
介
し
た
の
は
彼
だ
そ
う
で
あ
る
）。

山
崎
先
生
は
彼
の
事
を
い
つ
も
気
に
し
て
お
ら
れ
、
今
回
の
追
悼
企
画
も
先
生
の
発
議
で
あ
る
。
彼
は
、
そ
ん
な
先
生
の
好
意

に
甘
え
て
か
、『
寺
社
と
民
衆
』
第
二
号
（
二
〇
〇
六
年
三
月
）
の
「
編
集
後
記
」
に
、

な
お
次
号
よ
り
本
会
（
民
衆
宗
教
史
研
究
会
）
の
住
所
が
武
蔵
野
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
に
変
更
と
な
る
。
ご
許
可
い
た
だ

い
た
山
崎
龍
明
所
長
お
よ
び
関
係
者
各
位
に
心
よ
り
の
謝
意
を
表
し
た
い
。
例
会
な
ど
の
会
場
と
し
て
も
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
け
る
と
の
こ
と

と
書
き
、
続
く
同
誌
第
三
号
（
二
〇
〇
七
年
三
月
）
の
同
欄
に
も
、
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ま
た
前
号
で
予
告
し
た
と
お
り
、
武
蔵
野
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
の
全
面
協
力
に
よ
っ
て
、
本
部
を
同
所
気
付
と
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
っ
た
。
関
係
者
に
は
感
謝
の
言
葉
も
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
菅
根
幸
裕
研
究
室
に
も
心
よ
り
の
謝
意
を
表
す

る

と
綴
っ
た
。
手
元
に
同
誌
全
号
が
な
い
の
で
確
認
不
十
分
だ
が
、
第
七
輯
（
二
〇
一
一
年
三
月
）
ま
で
は
武
蔵
野
大
学
仏
教
文
化

研
究
所
・
気
付
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
同
誌
第
十
三
輯
（
二
〇
一
七
年
三
月
）
の
「
編
修
後
記
」
に
、

実
は
ま
っ
た
く
の
私
事
で
恐
縮
だ
が
、
昨
年
編
修
子
は
厚
労
省
指
定
の
難
病
で
あ
る
こ
と
が
発
覚
し
、
さ
ら
に
今
年
に
入
り

硬
膜
下
血
腫
を
患
い
要
介
護
認
定
を
受
け
あ
と
何
年
生
き
ら
れ
る
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
。
本
誌
は
創
刊
以
来
全
号
全
ペ
ー

ジ
を
編
修
子
が
独
り
で
編
修
し
て
き
た
。

と
あ
る
。
彼
が
本
研
究
所
「
紀
要
」
に
掲
載
し
た
論
文
は
４
本
。
私
な
ど
は
本
願
寺
派
の
宗
門
大
学
の
機
関
誌
だ
か
ら
と
阿
っ
て
、

無
理
や
り
真
宗
を
取
り
上
げ
て
い
る
の
だ
が
、
彼
は
ス
ト
レ
ー
ト
に
時
衆
を
探
求
し
て
い
た
。
唯
一
「
他
宗
祖
師
伝
説
―
各
地
の

寺
院
に
み
る
信
者
獲
得
の
一
手
―
」（
№
31
、
二
〇
一
五
年
三
月
）
の
み
、
真
宗
も
含
め
て
題
材
と
し
て
い
た
が
、
取
り
挙
げ
た

主
眼
は
鉄
輪
永
福
寺
・
四
国
88
箇
所
78
番
郷
照
寺
・
法
然
上
人
25
霊
場
14
番
霊
山
正
法
寺
・
円
山
安
養
寺
・
比
叡
山
延
暦
寺
東
塔

大
講
堂
一
遍
像
・
高
田
称
念
寺
・
信
州
善
光
寺
一
遍
参
詣
・
無
量
光
寺
・
四
天
王
寺
円
成
院
で
あ
っ
た
。

最
後
に
、
デ
ジ
タ
ル
遺
品
整
理
の
対
象
と
な
る
よ
う
な
事
例
だ
が
、
彼
のfacebook

の
自
己
紹
介
を
、
数
字
類
を
改
め
た
上

で
転
載
す
る
。

歴
史
家
で
す
。
専
門
は
日
本
中
世
仏
教
史
で
す
が
、
広
く
科
学
全
般
に
関
心
を
も
っ
て
い
ま
す
。
著
書
は
『
中
世
時
衆
史
の

研
究
』
八
木
書
店
（
二
〇
一
二
年
六
月
）
と
『
時
宗
当
麻
派
七
〇
〇
年
の
光
芒
―
中
世
武
家
か
ら
近
世
・
近
代
庶
民
の
信
仰

へ
―
』
日
本
史
史
料
研
究
会
企
画
部
（
二
〇
一
五
年
三
月
）、『
時
衆
文
献
目
録
』
高
志
書
院
（
二
〇
一
六
年
四
月
）
で
す
。

現
在
４
冊
目
『
埋
も
れ
た
一
向
宗
―
一
向
義
空
と
そ
の
教
団
―
（
仮
題
）』
同
成
社
（
二
〇
一
九
年
十
一
月
）
を
執
筆
中
。
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人
と
の
出
逢
い
は
財
産
で
す
ね
。

彼
の
二
十
五
年
の
歴
史
を
語
る
事
は
、
私
の
四
半
世
紀
を
叙
述
す
る
事
で
も
あ
っ
た
。

二
〇
一
九
年
一
月
四
日

彼
の
命
日
に
脱
稿

（
国
府
台
女
子
学
院
高
等
部
教
諭
、
近
世
仏
教
史
）


